
 

守恒校区 小地域福祉活動第一次計画 
 

守恒校区キャラクター 

もねっとくん 
守恒校区社会福祉協議会 



目 次 

ごあいさつ・・・・・１P 

 

第１章 計画査定にあたって・・２P     第３章 計画体系・・・・４P 

   １ 計画の性格             １ 基本理念 

   ２ 計画の期間             ２ 基本目標  

   ３ 計画の策定経過           ３ 実施項目（体系図） 

                       ４ 重点実施項目 

 

第２章 守恒校区の現状と課題・・３P        第４章 計画の推進・・・８P 

   １ 地域の課題や福祉課題        １ 計画の承認と周知 

   ２ 人口・世帯数・高齢化率       ２ 計画の推進体制 

   ３ 守恒校区データ（自治会入会世帯）  ３ 第二次計画の策定 

４ 推進委員会名簿 

５ 策定状況 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

ご 挨 拶 

  

 

森津根ガーデン 守恒市民センター駐車場 

O 



ご 挨 拶 

 
守恒校区社会福祉協議会 

会 長  笹月 二男 

 

守恒校区では、住民みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくりを目指

して、地域住民や公私の社会福祉関係者が協力して地域福祉活動を進めてきま

した。特に、北九州市で平成５年に開始されたふれあいネットワーク活動にも平

成 6年より取り組み、「自分たちの地域の福祉課題は、自分たちが解決していく」

という目的の下、見守り・話し合い・助け合いの活動を中心に小地域福祉活動を

進めてきました。 

 

 現在は、全国的に本格的な少子高齢社会となり、世帯構造についても大きな変

換期を迎えています。北九州市においても急速な少子高齢化や、障害を持つ人の

増加、孤立死やヤングケアラーの問題など地域の生活課題は一層の多様化を見

せており、地域福祉の重要性の高まりが必要とされています。また、２０２０年

からは新型コロナウイルスの感染予防と地域活動との共存という難しい局面に

も立たされています。その中で行政と民間団体との役割分担と協働の指針であ

る「北九州市の地域福祉２０２１－２０２５」（北九州市地域福祉計画）が行政

により策定され、また行政計画と協働しながら北九州市社会福祉協議会が中心

となって地域社会の福祉課題を解決するため「地域共生！きたきゅうプラン２

０２１～２０２５」（北九州市地域福祉活動第六次計画）が策定されたところで

す。 

 

 守恒校区においても、今後地域福祉活動をより進めていくために、地域福祉を

担う各種団体がもう一度地域の福祉課題を共有し、課題解決に向けて話し合い、

協働を生み出していく協議の場が求められています。そこで、北九州市の地域福

祉計画及び北九州市社協の地域福祉活動計画と整合性を持ちながら、住民主導

による地域福祉活動を進めるため、新しい小地域福祉活動計画を策定しました。 

 この計画の策定にあたりご尽力いただきました本計画策定委員会委員並びに

ご意見をお寄せいただきました関係者の皆様に、感謝を申し上げ、ご挨拶といた

します。 

 

令和５年３月 吉日 

会長写真 
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第１章 計画策定にあたって 

 

１ 計画の性格 

（１）住民発信の行動計画 

 この計画は、守恒校区の様々な福祉課題を解決するために、住民や民間団体

が将来の見通しを持って計画的に活動しようとするための民間の行動計画で

す。 

 

（２）小地域の生活を支える計画 

 この計画は、守恒校区に住む人たちの「生活」を支えることを活動の原点と

する計画です。 

 

（３）北九州市及び北九州市社会福祉協議会・小倉南区社会福祉協議会と協働す

る計画 

 この計画は、北九州市及び北九州市社会福祉協議会・小倉南区社会福祉協議

会の計画と連携しながら地域福祉活動を進めていく計画です。 

 

（４）守恒校区社会福祉協議会の活動指針となる計画 

 この計画は、守恒校区社会福祉協議会が地域福祉推進の中核的な団体として

の方針や発展強化の道筋を明らかにする性格を有します。 

 

 

２ 計画の期間 

 令和５年度～令和９年度までの５か年とします。計画の期間中、地域を取り

巻く状況に大きな変化があれば、見直しを行います。 

 

 

３ 計画の策定経過 

 守恒校区では、地域福祉活動に取り組んでいる関係機関・団体等からの意見

を踏まえ、民間の地域福祉に関する計画を策定するため、守恒校区小地域福祉

活動計画を策定しました。 

 

O 
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第２章 守恒校区の現状と課題 

１  地域の特性や福祉課題 

 守恒校区は昭和５１年４月に北九州市立守恒小学校開校を機に創設されま
した。 それ以来、積極的な地域開発が行われてきました。昭和６０年１月に
はモノレール小倉線が開業し、 モノレール沿線として新興住宅地の開発が行
われ、校区の人口は増加の一途をたどり町並みも大きく変貌しました。また、
平成から令和にかけて大型商業施設や大型住宅施設など建設が進み増々人口
は増え続けています。 
 しかしながら、少子高齢化や核家族化が進み、家族同士のつながりや地域の
人間関係が希薄になっていることが問題視されていますが、守恒校区において

も例外ではありません。 地域での福祉や教育の増進を図るのみならず、環境、
防犯、防災などの住民自治の更なるあり方に対する方策が求められています。 

 

２ 人口・世帯数・高齢化率 

 ２００２年 
（平成１４年） 

２０１２年 
（平成２４年） 

２０２２年 
（令和４年） 

人口 １３，７８６ １４，１４６ １３，５１５ 

世帯数 ５，４６１ ６，０３９ ６，１９８ 

高齢化率 １６．０％ １８．５％ ２４．１％ 

 

３ 守恒校区データ（自治会入会世帯） 

人口 １１，５５０人 

世帯数 ２，９５０世帯 

高齢化率 ２４．１％ 

一人暮らし

高齢者 
２５０人 

小学校 守恒小学校 

中学校 守恒中学校 

活動拠点 守恒市民センター 

地域包括支

援センター 

小倉南４ 

民生委員 １３人 

福祉協力員 ２９人 

もりつねマップ 

O 



第３章 計画体系 

１ 基本理念 

『 モリ もり元気いっぱい、 

ツネ に幸せいっぱい、助け合いのまちもりつね          

    「ぼっちじゃないよ！」 』 

 
守恒校区では、子どもから高齢者まで、障害のあるなしに関わらず、誰もが住

み慣れたところで安心して生活できるまちにしたいと願っています。そこで

「モリもり元気いっぱい、ツネに幸せいっぱい、助け合いのまちもりつね 

「ぼっちじゃないよ！」」という言葉を計画の基本理念として、計画を推進し

ていきます。 

 

２ 基本目標 

（１）地域の絆づくり福祉の心を深めよう 

 福祉活動の広報啓発や子どもたちへの福祉教育を通じて、地域に福祉の風土

を広げます。 

  重点項目・・・①福祉に関する勉強会の開催（SOSネットワーク会議） 
 

（２）ふれあいの場を広げよう 

 地域交流の場所の設置やイベントを企画して、住民間のつながりを強めてい

きます。 

  重点項目・・・②多世代交流の充実 

（３）安心して暮らせるまちづくり ～活動者の育成～ 

 地域住民みんなが安心して暮らせるよう公私の社会福祉関係者と支援の輪

をつくり、住民の主体的参加による福祉活動をすすめます。 

   重点項目・・・③自治会入会の促進 

          ④生活支援事業の応援 

 

O 
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４ 重点実施項目 

重点実施項目１ 
福祉に関する勉強会の開催 

   （ＳＯＳネットワーク会議） 

１ 課題・背景（重点項目とした理由） 

守恒校区で発生したＳＯＳ（高齢者や子ども等の行方不明・災害発生時）に迅速に対応するために、
地域の自主事業として平成 24 年 9 月 13 日に立ち上げました。より安全・安心な北九州一住みやすい
まちを目指していきます。 

２ 活動の方針・目標 

 より安全・安心なまちを目指し、高齢者や子どもたちが万一行方不明になった際、 直ちに探す体制
がとれることを第一の目的に、超高齢化時代に向けて 地域自らが備えるものです。災害時のボランテ
ィア活動も視野に入れています。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 R5 R6 R7 R8 R9 5 年後の達成目標 

ＳＯＳネットワーク会議
と学習会 

市民ｾﾝﾀｰ 
校区社協 
学校 
自治会 
医療機関 
警察 
行政 

     

毎月 1 回のＳＯＳネ
ットワーク会議の充
実と会議の定着 

「もりつネット」に登録 

     

会議内容の充実と「もりつ
ネット」登録者の増加 

校区社協 
市民ｾﾝﾀｰ 

     

 

 

重点実施項目２ 多世代交流会の充実 

１ 課題・背景（重点項目とした理由） 

 守恒校区ではＨ29 年の大型商業施設の閉店など一時治安の悪化が心配されましたが、令和元年大型

商業施設の再進出や大型住居設備の建設により校区の活気が戻って来ています。しかし、人口が増える

一方で多世代の交流が希薄になりつつあります。 

２ 活動の方針・目標 

 各種行事やパトロール計画、実行し、子供から大人まで守恒に暮らす全ての人達が安心して幸せに暮

らせるまちづくりを目指します。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 R5 R6 R7 R8 R9 5 年後の達成目標 

夏まつりもりつねの

開催 
市民ｾﾝﾀｰ 

校区社協 

学校 

自治会 

企業 

商店街 

 

      

 

定着化 「ふれあい守恒」の 

開催 

     

健康づくり事業主催

行事 

     

O 



重点実施項目３ 自治会加入の促進 

１ 課題・背景（重点項目とした理由） 

高齢化や比較的若い世代は転勤族、自治会加入のメリット等を理由に毎年、自治会加入率の低

下が課題です。 

２ 活動の方針・目標 

 自治会の役割と意義の理解を深め、誰もが納得して加入し、自治会の活性化を目指す。校区行

事等を通じて校区内の人流を活性化させ住人のつながりを広げ加入率を上げていきます。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 R5 R6 R7 R8 R9 5 年後の達成目標 

校区行事の主催 
自治会 

市民ｾﾝﾀｰ 

校区社協 

民児協 

学校 

行政 

     

加入率 100％を目

指す 
自治連合会定例会（1 回/月）

での広報活動 

     

 

 

 

重点実施項目４ 生活支援の充実 

１ 課題・背景（重点項目とした理由） 

校区高齢化にともない、ちょっとしたお困りごとの相談窓口の必要性があり、生活支援開始から

約３年を迎えますが、知らない人が多く広報の仕方を考えていきます。 

２ 活動の方針・目標 

 自治会や校区社協各団体、校区まち協の理解を得るように務めます。 

生活支援内容の説明を丁寧に行い、支援を受ける人とサポーターをスムーズにつなげます。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 連携する機関 R5 R6 R7 R8 R9 5 年後の達成目標 

社協新聞での広報 
自治会 

市民ｾﾝﾀｰ 

校区社協 

民児協 

行政 

     

定着化 

各団体定例会での広報活動 

     

 

 

O 
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第４章 計画の推進 
 

１ 計画の承認と周知 

①  守恒校区社会福祉協議会総会等を通じた社会福祉協議会活動者への計

画の承認と周知 

② 計画を実施する上で必要な関係機関・団体への周知・協力依頼 

③ 計画書概要版の作成、配布、ホームページやＳＮＳを通じた校(地)区住

民への周知 

その他、計画を推進していくために、計画の広報活動を行います。 

 

２ 計画を推進するための体制 
 

（１）小地域福祉活動計画推進委員会の設置 

 計画を推進していくために、守恒校区小地域福祉活動計画推進委員会を設

置し、必要に応じ、以下のような計画の進行管理を行います。 

① 関係機関・団体との連携 

② 計画内容の具体的な計画、実施 

③ 進行管理の実施 

 

（２）計画の評価 

 計画期間の中間時点では計画全体の中間見直しを、最終年度には総括評価

を行います。 

 

３ 第二次計画の策定 

 第一次計画の推進状況を踏まえて、第二次計画の策定時期に第二次計画

策定委員会を設置し、次期計画策定に向けて協議を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O 
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『守恒校区ふくしのまちづくり』 

意見交換会の様子 

令和４年１２月２４日 



O 
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４ 守恒校区小地域福祉活動計画推進委員会委員名簿 

          守恒校区社会福祉協議会 

 役 職 氏 名 団体名 備  考 

1 会 長 笹月 二男 自治連 委員長 

２ 副会長 西本 澄雄 民生員・児童員協議会 副委員長 

3 副会長 大島 英昭 体育委員会 副委員長 

4 事務局長 浜松 千子 守恒学童保育クラブ  

5 会 計 松岡 汲子 自治連 庶務 

6 庶 務 重松 厚子 婦人会  

7 監 査 甲木 知 警察少年補導員  

8 監 査 安福 秀樹 自治連  

9 評議員 山根 俊子 
ふれあいネットワー
ク連絡調整会議 

 

10 評議員 永田 武司 年長者会  

11 評議員 金井 智恵子 子ども会育成協議会  

12 評議員 平尾 修一 青少年部会  

13 評議員 望月 球美子 食生活改善推進員  

14 評議員 山下 直也 守恒中学校教頭  

15 評議員 山内 哲也 守恒小学校教頭  

16 評議員 今道 三恵子 保護司  

17 評議員 竹本 真実 守恒中学校 PTA  

18 評議員 木下 和彦 守恒小学校 PTA  

19 評議員 生田 妙子 守恒市民センター  

 

５ 守恒校区小地域福祉活動計画の策定状況 

月 内容 会議 主な協議事項 

４ ・小地域活動計画書提出 役員会 
・計画策定スケジュールについて 

・策定委員会メンバーについて 

６ ・計画と補助金の説明 役員会 ・計画内容の確認 

7 
・各委員会への説明 

アンケート配布 
 

・校区社協各委員会アンケート説明・配布

（160 部） 

８～

１０ 
・10 月末 アンケート集約  

・委員会の現状 
・行事の振り返り 
・良い点・悪い点の洗い出し 
・地域へのお困りごとを聞く 
・委員会活動の見直し 

11 
・アンケートをもとに計画書
作成 

役員会 ・今後のスケジュールについて 

12 
・ふくしのまちづくり意見交
換会（12/24） 

役員会 

 

・南社協との打ち合わせ 

・基本理念の決定 

１ ～  

２ 
・計画書の作成 役員会 ・計画書の草稿について 

３ ・計画書印刷・発行 役員会 ・計画の印刷・広報について 

 



 

★社会福祉協議会のイメージキャラクター★ 

『プチボザウルス』（Petit vo saurus） 

 

Petit（プチ：ちっちゃな） 

Volunteer（ボランティア） 

Saurus（サウルス≒恐竜） 
 

 

守恒校区社会福祉協議会 
〒８０２―０９７２ 北九州市小倉南区守恒２丁目８－３６  

   守恒市民センター内 

TEL 093-963-1446   FAX 093-963-1446 

 

 

小倉南区社会福祉協議会 
〒802-8510 北九州市小倉南区若園 5 丁目 1 番２号 

TEL 093-951-5388  FAX 093-951-5391 

 

 

北九州市社会福祉協議会 
〒804-0067  北九州市戸畑区汐井町 1 番 6 号ウェルとばた内 

（代 表） TEL 093-882-4401  FAX 093-882-3579 

（地域福祉部） TEL 093-882-4425  FAX 093-873-1351 

http://www.kitaq-shakyo.or.jp/ 

 


